
　
本
案
は
、
昨
年
12
月
４
日
に
施
行
さ

れ
た「
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、
低
炭
素
建
築
物

の
新
築
な
ど
を
認
定
す
る
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
認
定
審
査

事
務
に
係
る
手
数
料
を
定
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▽
執
行
部
の
説
明

　
こ
の
認
定
制
度
は
、
法
律
で
定
め
る

対
象
区
域
で
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
基

準
の
性
能
を
満
た
す
建
築
物
を
計
画
し
、

着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
低
炭
素

建
築
物
と
し
て
の
認
定
を
受
け
る
制
度

で
あ
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
認
定
を
受
け
た
建
築

物
の
用
途
が
新
築
の
一
戸
建
て
住
宅
か

共
同
住
宅
で
、
一
戸
当
た
り
の
面
積
が

50
平
方
㍍
以
上
あ
り
、
個
人
が
居
住
す

る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
者
に
対
し
て

は
、
所
得
税
・
不
動
産
登
録
免
許
税
に

つ
い
て
優
遇
措
置
税
制
の
適
用
が
あ
る

他
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
設
備

な
ど
の
設
備
に
要
す
る
部
分
の
床
面
積

は
、
床
面
積
全
体
の
20
分
の
１
以
内
で

容
積
率
を
算
定
す
る
た
め
の
床
面
積
の

緩
和
が
適
用
さ
れ
る
。

　
申
請
は
、
技
術
的
な
審
査
を
含
め
て

本
市
に
申
請
す
る
方
法
と
、
事
前
に
登

録
住
宅
性
能
評
価
機
関
な
ど
に
よ
る
技

術
審
査
を
受
け
、
そ
の
適
合
証
を
添
付

し
て
申
請
す
る
方
法
が
あ
り
、
申
請
手

数
料
は
、
一
戸
建
て
住
宅
の
計
画
認
定

申
請
の
場
合
、
前
者
は
４
万
７
０
０
０

円
、
後
者
は
５
０
０
０
円
と
な
る
。

問　
認
定
基
準
の
項
目
が
幾
つ
か
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
判
定
を
す
る
の
か
。

答　
５
項
目
の
基
準
の
う
ち
、
省
エ
ネ

性
の
基
準
は
必
須
で
あ
る
。
残
り
４
つ

の
基
準
で
あ
る
節
水
対
策
、エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
、
躯
体
そ
の
も
の
に
よ
る
対
策
な

ど
の
う
ち
、
数
値
的
な
基
準
は
な
い
が
、

ど
れ
か
２
つ
に
配
慮
さ
れ
て
い
れ
ば
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
案
は
、
産
業
経
済
部
を
廃
止
し
、

新
た
に
産
業
振
興
部
と
農
林
水
産
振
興

部
を
設
け
る
と
と
も
に
、
附
則
で
４
つ

の
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部

改
正
を
行
い
、
市
場
管
理
課
を

市
場
流
通
課
と
改
め
、
同
課
を

産
業
振
興
部
に
設
置
す
る
も
の

で
す
。

問　
今
回
の
機
構
改
革
に
当
た

っ
て
、
２
年
前
に
農
林
水
産
と

産
業
分
野
を
１
つ
の
部
と
し
、

一
体
化
し
た
こ
と
に
対
す
る
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
市
内
の
食
品
加
工
会
社
が
、

市
内
の
野
菜
を
使
用
し
て
新
製

品
開
発
を
試
み
た
際
、
産
業
経

済
部
、
農
協
、
商
工
会
議
所
の

３
者
が
協
議
す
る
中
で
、
農
協

と
商
工
会
議
所
の
風
通
し
が
良
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
反
面
、
１

次
産
業
か
ら
３
次
産
業
ま
で
非
常
に
幅

広
い
施
策
を
行
う
大
き
な
組
織
で
あ
る

た
め
、
部
長
や
部
次
長
の
機
動
性
が
う

ま
く
発
揮
で
き
な
か
っ
た
点
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
解
消
し
、

個
々
に
重
点
化
す
る
た
め
に
独
立
し
た

部
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
部
が
増
え
る
こ
と
に
伴
う
人
件
費

の
増
加
は
。

答　
１
部
体
制
か
ら
２
部
体
制
に
な
る

た
め
、
そ
こ
だ
け
を
捉
え
る
と
人
員
が

若
干
増
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
件

費
が
あ
る
程
度
増
え
る
こ
と
は
予
想
さ

れ
る
。
し
か
し
、
市
全
体
と
し
て
見
た

場
合
は
、
人
件
費
が
大
き
く
膨
ら
む
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

問　
農
林
水
産
に
関
し
て
大
き
な
目
標

が
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
単
純
に
窓
口

を
増
や
そ
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答　
１
次
産
業
か
ら
３
次
産
業
ま
で
を

全
部
足
し
た
生
産
額
が
約
９
０
０
０
億

円
あ
る
中
で
、
農
林
水
産
の
生
産
額
は

約
300
億
円
で
あ
る
。
金
額
と
し
て
は
少

な
い
が
、
農
業
も
水
産
も
山
口
県
一
で

あ
り
、
下
関
市
は
１
次
産
業
を
重
視
す

る
農
業
都
市
、
水
産
都
市
で
あ
る
。
し

か
し
、
大
き
な
く
く
り
の
産
業
経
済
部

に
入
れ
て
い
た
の
で
は
、
な
か
な
か
目

が
行
き
届
か
な
い
の
で
、
農
林
水
産
に

特
化
し
た
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

下
関
市
の
特
色
と
し
て
、「
農
林
水
産
業

重
視
の
ま
ち
」と
い
う
の
を
改
め
て
打

ち
出
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
部
の
編
成
に

な
っ
た
。

問　
市
場
流
通
課
を
農
林
水
産
振
興
部

　
２
月
13
日
か
ら
28
日
を
会
期
と
し
て
、
第
１
回
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
各
常
任
委
員
会
で
の
予
算
議
案
以

外
の
主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
：
委
員（
議
員
）か
ら
の
質
疑
な
ど

答
：
市
役
所
執
行
部
か
ら
の
答
弁
な
ど

議
案
第
30
号

｢

下
関
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

議
案
第
31
号

｢

下
関
市
事
務
分
掌
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

海峡ゆめタワーから市街地を望む
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で
は
な
く
産
業
振
興
部
の
組
織
と
し
た

理
由
は
。

答　
川
上
の
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
生
産
者

団
体
、
川
下
の
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
食
品

加
工
業
、
飲
食
店
業
と
い
っ
た
小
売
業

者
が
あ
り
、
そ
の
両
方
の
お
客
様
を
連

携
さ
せ
る
の
が
卸
売
市
場
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
生
産

者
団
体
側
に
顔
を
向
け
て
い
た
の
で
、

今
後
は
流
通
面
か
ら
捉
え
直
し
、
小
売

業
者
側
に
も
顔
を
向
け
、
情
報
を
も
う

少
し
集
め
て
両
方
を
結
び
つ
け
る
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
産
業
振
興
部
に
卸

売
市
場
を
管
理
す
る
市
場
流
通
課
を
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
案
は「
下
関
駅
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
お
い
て
建
設
さ
れ
る
開
発

ビ
ル
の
３
階
に
整
備
予
定
で
あ
る「
次

世
代
育
成
支
援
拠
点
施
設
」の
管
理
運

営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

問　
子
ど
も
一
時
預
か
り
室
や
多
目
的

室
の
延
長
時
間
、
多
目
的
室
の
利
用
料

金
減
免
の
考
え
方
は
。

答　
建
物
全
体
の
開
館
時
間
が
不
明
で

あ
り
、
協
議
す
べ
き
指
定
管
理
者
も
未

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

検
討
事
項
で
あ
る
。

問　
６
歳
以
上
の
就
学
児
童
の

利
用
は
。

答　
交
流
コ
ー
ナ
ー
は
、
６
歳

未
満
に
限
定
し
て
い
な
い
の
で
、

大
い
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
歳
未
満
に
限
定
し
て
い
る
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
も
、
調
整
が
つ
く

よ
う
で
あ
れ
ば
、
年
齢
を
少
し

ず
つ
引
き
上
げ
る
こ
と
も
考
え

て
い
く
。

問　
多
目
的
室
の
利
用
料
金
が

少
し
高
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
駅
中
の
一
等
地
で
あ
り
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
特
化

し
た
利
用
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
少
し
高
め
の
設
定
に
な
っ

て
い
る
。

●
意
見　

　
多
目
的
室
の
利
用
料
金
が
高
い
と
使

用
頻
度
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

利
用
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
案
は
、
矢
玉
漁
港
Ｇ
防
波
堤
災
害

復
旧
工
事
に
係
る
工
期
を
、
周
辺
地
域

で
の
漁
業
へ
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
考
慮

し
て
、
平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
延
ば

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問　
当
初
か
ら
漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答　
工
期
延
伸
の
原
因
は
、
国
の
査
定

の
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
が
直
接
的
な
要

因
で
あ
る
。
当
初
は
想
定
し
て
い
な
か

っ
た
漁
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

○
審
査
結
果

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
議

案
を
含
め
73
件
が
提
案
さ
れ
、
一
部
反

対
が
あ
っ
た
議
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決（
ま
た
は
同

意
）さ
れ
ま
し
た
。

■
各
議
案
に
対
す
る
議
員
個
別
の
賛
否

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日 曜日 会議など
10 月 本会議（提案説明など）
11 火 本会議（代表質問）
12 水 本会議（代表質問）
13 木 本会議（個人質問）
14 金 本会議（個人質問）
15 土 休会
16 日 休会
17 月 常任委員会
18 火 常任委員会
19 水 常任委員会予備日
20 木 常任委員会予備日
21 金 休会（整理日）
22 土 休会
23 日 休会
24 月 本会議（表決など）

第２回定例会（６月）
　６月定例会が予定されましたの
でお知らせします。※今後、変更
となることがあります

◎
第
１
回
臨
時
会
◎

　
４
月
12
日
か
ら
15
日
を
会
期
と
し

て
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
総
務
委
員
会
で
の

主
な
審
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
案
は
、
平
成
25
年
度
の
包
括
外

部
監
査
の
実
施
に
当
た
り
、
平
成
24

年
度
の
包
括
外
部
監
査
人
で
あ
る
税

理
士
と
１
３
６
０
万
円
を
上
限
に
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問　
契
約
金
額
が「
１
３
６
０
万
円

を
上
限
と
す
る
額
」と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
訳
は
。

答　
基
本
的
な
費
用
部
分
、
執
務
日

数
に
応
じ
て
支
払
う
部
分
の
２
つ
が

主
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
調
査
に
要

し
た
交
通
費
な
ど
は
実
費
で
支
払
う
。

執
務
日
数
に
応
じ
て
支
払
う
部
分
は
、

外
部
監
査
人
の
事
務
所
に
お
け
る
部

分
は
１
日
８
時
間
で
７
万
円
、
市
役

所
で
関
係
課
を
呼
ん
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
場
合
は
１
日
７
時
間
で
７

万
円
で
あ
る
。

●
審
査
結
果

　
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

議
案
を
含
め
９
件
が
提
案
さ
れ
、
一

部
反
対
が
あ
っ
た
議
案
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決（
ま
た
は
承
認
、
同
意
）さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
54
号

｢

下
関
市
次
世
代
育
成
支
援
拠
点

施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」

議
案
第
64
号

｢

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
」

議
案
第
69
号

｢

包
括
外
部
監
査
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」

▲下関市次世代育成支援拠点施設イメージ図
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